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第１２回船橋市地域公共交通活性化協議会 会議録 

 
                     日 時：平成２３年３月３０日（水）   

                        １６:００～１７:００ 

場 所：船橋市役所 ９階 第１会議室 

出席者：別添名簿参照 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

議 長 

 

委 員 

 

議 長 

 

 

事務局長 

 

議 長 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

０．事務連絡 

 （配布資料の確認など） 

 

１．開 会 

 

２．報 告 

それでは報告事項の１番目ですが、実証実験の実施結果について事務局からご説

明をお願いいたします。 

 

＜事務局より説明＞ 

 

何かご質問や意見はございますか。 

 

(特になし) 

 

よろしいようでしたら、次のアンケート調査結果について報告をお願いしま

す。まず、バス実証実験について事務局から説明をお願いします。 

 

＜事務局より説明＞ 

 

なにかご意見はございますか。 

 

 利用者が「以前使っていた交通手段はバス」と答えた方が８０％います。一方、

利用しなかった方にその理由を聞いたときに、「他の交通手段を利用しているから」

と答えた方がいます。その中で、バス路線を利用している人が非常に多かった地区

があります。こういう分析ですが、ということは、バス路線を利用するところも、

利用しやすい部分も、あるからなのでしょうか。どういうふうにこの部分は判断し

たらよいのでしょうか。 

 

 バスの利用がその他で多かった地区につきましては、先ほどお話しいたしま

したように田喜野井地区でございます。田喜野井の性状としましては、習志野

市のコミュニティバスが近くまで運行している状況がありまして、今回の実証

実験以前については、コミバスのバス停まで歩いて行かれた方が、ある程度い

たということだと思います。今回実証実験が開始され、近くにバス停が設置さ
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議 長 

 

委 員 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

委 員 

 

議 長 

 

 

事務局長 

 

議 長 

 

委 員 

 

議 長 

 

れたことによって、実証実験のバスを利用したということだと思われます。以

上です。 

 

 ほかに何かございますか。 

 

 田喜野井地区のことですが、どうせ満員となって乗れないと思って、始めか

らあきらめちゃう、ということがあったと、利用した方から聞いたのですけど、

そういう傾向はあるのかどうかということ。もう一つ、運転手さんのトイレ休

憩の場所を町会の会館なんかを借りることで、話が進んでいるのかどうか、お

聞きしたい。 

 

まず１点目の田喜野井地区については、道路が狭隘であったために、八木が

谷、丸山と同等の、２５人乗りの小型バスを走らせることが出来なかった、と

いう中で、１２人乗りのワゴン車を使用いたしました。今お話ししたように、

１２人乗りということで、利用したいという方々が、非常に多くいらっしゃっ

て、乗り残しが実際に起きております。結構な人数の乗り残しが発生しており、

それについては事務局としましても、非常に大きな問題であると考えておりま

す。実証実験として、車１台で運行しているという中で発生しております。 

これについては、本格運行となれば、クリアしなければいけない大きな問題だ

と思っております。 

もう一点の、トイレ休憩の場所ですけれども、田喜野井につきましては町会

のご協力を得まして、自治会館を借りることが出来ました。また、他の地区に

つきましても、バス停近くの商店にトイレをお借りするなどのご協力を得なが

ら、今回の実証実験については、３か月間運行させていただきました。以上で

ございます。 

 

他に、なにかご意見、ご質問ございますか。 

 

（特になし） 

 

次に、乗り合いタクシーに対するアンケート結果及び東京大学による実験結

果の報告について事務局から説明をお願いします。 

 

＜事務局より説明＞ 

 

この件に関しまして、何がご質問、意見等ございますか。 

 

 （特になし） 

 

 それでは議事に入りまして、議事１、平成２３年度船橋市地域公共交通活性化

協議会の事業(案)について事務局から説明をお願いします。 
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事務局長 
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委 員 

 

 

 

 

 

 

事務局長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 長 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

 

 ＜事務局より説明＞ 

 

 この件に関しまして、何がご質問、意見等ございますか。 

 

３地区について、平成２３年度継続実施ということは、わかりました。詳細

については今後の協議会において検討されるということですが、ある程度の目

安というのはありますか？ たとえば、運行期間について平成２２年度と同じ

ように３ヶ月とか６ヶ月とかそういうことはありますか？ 現時点では、もち

ろん細かい点では協議会にゆだねるということで結構なのですが、その目安を

教えていただきたいと思うのですが。 

 

 只今、それらについては事務局で検討させていただいております。今お話が

ありましたように、次回の協議会で内容について説明させていただきたいと思

っております。ただ、市からの予算は各事業共３ヶ月間は実施可能な予算を取

得しております。ただし、平成２３年度につきましては、平成２２年度に行っ

た実験結果から、運賃収入がある程度見込めるということがわかりましたの

で、この運賃収入を運行経費に投入するという方法により、「３ヶ月＋α」と

いう形で、考えております。次回の協議会の中で協議していきたいと思ってお

ります。以上でございます。 

 

だいたい考え方はわかりました。自分の町にバスを走らせていただいている

わけですが、やはりバス停が設置されて、撤去されて、また設置されるという

ことを繰り返されていると、住民は非常に敏感にそれを見ているわけでありま

すから、信頼がなくなってしまうのではないかと思います。そのプラスアルフ

ァをご検討中のようなのですが、継続して運行していただければと思います。

そのことについて、私が懸念しているのは、今度の統一地方選挙に際して、プ

ラスアルファというところに、いろいろな個人の思惑入れて話されると、間違

いが出て住民は混乱してくる。口止めというか、あまりいい加減なことを言う

なということを役所で一言言ってもらうと、私どもも町会をまとめやすいの

で、ひとつその辺も考慮していただきたいと思います。 

  

ありがとうございました。政治家の方々、議員の方々の主張もあろうかと思

いますが、簡単に言うと多くの方に乗っていただければ乗っていただくほどプ

ラスアルファの部分が増えるという感じと思います。 

 他になにかありますか？ 

 

 ちょっと確認をさせていただきたいのですが、事業１で、田喜野井・丸山・

八木ヶ谷等の実証実験が終わっている分の実証、評価をするということで、そ

の他に松が丘、新高根地区・旭町・上山町地区についても実証実験を新たに行

っていくということになっていますけど、これを平成２３年度に全部やってい
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委員 

 

 

事務局長 

 

 

 

運輸支局 

 

 

 

 

こうということなのか、それとも従来の実証実験の結果を評価し検証したうえ

で新たな地区の実験を行っていこうということになるんでしょうか。 

 

 従来といたしましては、今年行いました丸山・八木ヶ谷・田喜野井のバス及

びワゴン車での実験につきましては、できるだけ早い時期に行っていきたいと

考えております。デマンドにつきましては、松が丘・新高根、及び旭町・上山

町についてもデマンドでの実施を現在、検討しておりますので、これにつきま

しては、平成２２年度と同様に、ある程度の時間が必要かと思っております。

以上でございます。 

 

 ありがとうございます。他にご意見、ご質問等ございますか。 

 よろしければ本件についてお諮りしたいと思います。平成２３年度船橋市地

域公共交通活性化協議会の事業案でございますが、ご異議ないということでよ

ろしいでしょうか。 

 

 異議なし 

 

ありがとうございます。それではこの事業案をもとに考えていきたいと思い

ます。 

議事の２番目でございます。平成２３年度船橋市地域公共交通活性化協議会

の予算案について事務局からご説明をお願いいたします。 

 

＜事務局より説明＞ 

 

ありがとうございました。来年度の予算案につきましては、今事務局からご説明

があったとおり、国からの補助金が今のところ未定というところで、運行期間等を

調整することによって、実証実験は行いたいというところであります。この件につ

きまして、何かご意見・ご質問ございますか。 

 

国庫の助成について、確定する見込みは時期的にいつごろになるものでしょう

か。震災のことでいろいろなことがどうなるのか心配な点があろうかと思います。 

 

予定といたしましては、５月中に交付申請を行いまして、５月中に交付決定が下

りる予定でございます。このことについては、運輸支局さんに説明していただいた

ほうがよろしいかと思います。 

 

 報道等でも国会の状況は報道されていますとおり、震災のお話がありましたが、

政府の一般会計予算は成立しているということでございますので、今後、具体的な

予算の配当があります。今、ある程度事務局から説明があったとおり、予算が成立

することを想定した中でのスケジュールで５月というお話があったのですが、４月

の段階から船橋市からご要望をいただいておりますので、いろいろ調整させていた



 5

 

 

 

 

議 長 

 

委 員 

 

事務局長 

 

 

 

 

議 長 

 

 委 員 

 

 議 長 

 

 委 員 

 

議 長 

 

 

 

事務局長 

だいて、来たる５月のときには計画がある程度反映できるような準備を進めていた

だければと思います。５月にはお示しできるということで回答させていただきま

す。 

 

他に何かご質問・ご意見ございますか。 

 

 去年の予算と今年の予算、総額でどれくらい違うのでしょうか。 

 

 運行に関しては、平成２２年度とそれほど変わりはありません。今年度は、バス

ロケーションシステム関係が費用が入っておりますので、予算としては大きい感じ

がしますけれども、運行について、考えれば、それほど違いはない、ということで

ございます。 

 

 他にございますか。 

  

 (特になし) 

 

 それでは平成２３年度の予算案に関して、ご異議ございませんでしょうか。 

 

 異議なし。 

 

 それではこの予算をもとに、来年度の事業を実施していきたいと思います。 

 最後に、議事の４番目のその他でございますが、今後のスケジュールを事務局よ

り説明をお願いします。 

 

 ＜事務局より説明＞ 

 

 

 他に何かございますか。無いようでしたらこれで第１２回船橋市地域公共交

通活性化協議会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

 

 

 

 


